
兵庫県保険医協会北摂・丹波支部

新年会のご案内
日　時　1 月 18 日 ( 土 ) 午後７時～ 10時（途中参加・退出歓迎！）

会　場　三田市・きらく亭
（兵庫県三田市中央町 10-13 中央第二ビル 2F　　TEL　079-563-8055）

会　費　6000 円　　※支部役員以外の先生方・ご家族の方も歓迎！

　新年会では、支部懇親会でいつもお世話になっている「きらく亭」にて、
ふぐのコース料理をいただきます。支部の先生方におかれましては、奮って
ご参加くださいますよう、お願いいたします。
　なお、新年会の冒頭 30分程度で、第 314 回支部幹事会を行います。幹事
会では、市民公開映画上映企画、新点数対策研究会などの今後の企画等につ
いてご協議いただきたいと思います。支部役員以外の先生方にも、この機会
にぜひご出席いただき、企画等についてご意見をいただければ幸いです。

◆北摂・丹波支部新年会に　            □　出席する

  ↑ご出席される方は○をつけて FAX でご返信ください

お名前　(　　　　　　　　　)

返信は Fax　078-393-1820　北摂 ･ 丹波支部　宛

お申し込みいただいた方には、後日詳細を FAXします

（1） 2020 年 1 月 5 日（毎月 3回 5・15・25 日発行）　兵庫保険医新聞　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外　年間購読料 12,000 円

せ っ た ん

発
　
　
行

第185号　2020 年 1 月 5 日

兵庫県保険医協会北摂・丹波支部
〒650-0024　神戸市中央区海岸通 1-2-31
             神戸フコク生命海岸通ビル 5階
     TEL078-393-1801　FAX 078-393-1802

北摂・丹波支部ニュース

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
ご
ろ
よ
り

支
部
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
は
診
療
報
酬
の

改
定
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は
改

定
率
を
マ
イ
ナ
ス
０
・
４
６
％

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
４

回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

り
ま
す
。

　

先
生
方
が
一
番
実
感
さ
れ
て

お
ら
れ
る
通
り
、
安
倍
政
権
下

で
繰
り
返
さ
れ
る
診
療
報
酬
マ

イ
ナ
ス
改
定
に
よ
っ
て
、
医
療

機
関
の
現
場
は
疲
弊
し
て
い
ま

す
。
診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関

経
営
の
原
資
で
あ
り
、
大
幅
プ

ラ
ス
改
定
な
く
し
て
、
患
者
さ

ん
に
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ

ん
。

　

協
会
は
昨
年
、「
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
を
求
め
る
」
院
長
署
名

に
取
り
組
み
、
北
摂
・
丹
波
支

部
の
先
生
方
か
ら
も
多
く
の
ご

賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
政
府
の
患
者
負
担
増

計
画
の
中
止
を
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
三
田
市
で
は
、
２
０
１

８
年
よ
り
こ
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
を
見
直
し
、
低
所
得
者
を

除
き
１
日
４
０
０
円
の
負
担
金

を
導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
７
月
か
ら
は
、
一
定
以
上

の
所
得
の
世
帯
の
こ
ど
も
は
１

日
８
０
０
円
ま
で
負
担
が
引
き

上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
５
年
間
で
、
三
田
市
内

の
乳
幼
児
数
が
激
減
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
な
か
で
の

こ
の
よ
う
な
負
担
増
は
、
必
要

な
受
診
の
抑
制
を
招
き
、
小
児

科
を
中
心
と
し
た
、
医
療
機
関

の
経
営
悪
化
に
も
直
結
し
か
ね

ま
せ
ん
。
協
会
北
摂
・
丹
波
支

部
で
は
、
三
田
市
の
こ
ど
も
医

療
費
助
成
の
再
無
料
化
を
柱
と

し
て
、
運
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、
先
生
方
の
ご
協
力

も
あ
り
、
第
31
回
支
部
総
会
に

合
わ
せ
て
市
民
公
開
企
画
「
患

者
さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
！　

知
っ
て
得
す
る
医
療
・

福
祉
の
役
立
つ
制
度
」
学
習
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
「
在
宅
医
療

点
数
研
究
会
（
医
科
）」「
歯
科

会
員
懇
談
会
」「
職
員
接
遇
研

修
会
」「
医
療
安
全
管
理
研
修

会
」
な
ど
多
彩
な
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
「
役
に

立
ち
、
頼
り
に
な
る
」
協
会
を

会
員
の
皆
さ
ま
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
充
実
し

た
企
画
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
１
月
18
日
に
は

新
年
会
を
三
田
市
で
開
催
予
定

で
す
の
で
（
左
）、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先

生
方
の
益
々
の
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

社会保障の充実へ

本年も取り組んで参ります

支部長　森下　順彦
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北
摂
・
丹
波
支
部
は
11
月
16

日
、
丹
波
篠
山
市
立
四
季
の
森

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
医
療
安

全
管
理
対
策
研
修
会
「
感
染
対

策
の
基
礎
演
習
を
学
ぶ
〜
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
か
ね
て

〜
」
を
開
催
。
済
生
会
兵
庫
県

病
院
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の

小
川
麻
由
美
氏
を
講
師
に
、
医

師
、
看
護
師
ら
33
人
が
参
加
し

た
（
前
号
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
既

報
）。
宮
崎
直
之
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

小
川
先
生
は
２
０
０
５
年
度

に
日
本
看
護
協
会
の
感
染
管
理

認
定
看
護
師
と
な
ら
れ
、
そ
の

後
も
学
会
で
の
研
究
発
表
や
地

域
で
の
勉
強
会
で
も
活
発
に
ご

講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
病
院
感
染
防
止
の
基

本
で
あ
る
手
指
衛
生

（
手
洗
い
、
手
指
消

毒
）
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に

蛍
光
塗
料
入
り
の

ロ
ー
シ
ョ
ン
を
両
手

に
塗
り
、
手
洗
い
を

し
て
流
し
た
後
に
ブ

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
用

い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
が
、
か
な
り
念

入
り
に
手
洗
い
し
な

い
と
洗
い
残
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
手
袋
、
マ
ス
ク
、
デ
ィ

ス
ポ
ガ
ウ
ン
、
デ
ィ
ス
ポ
エ
プ

ロ
ン
の
着
脱
法
に
つ
い
て
、
実

際
に
防
護
具
を
用
い
て
習
得
し

ま
し
た
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

強
く
、
患
者
か
ら
の
汚
染
処
理

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
広
い
部
屋
に
移
動
し

て
グ
ル
ー
プ
で
、「
待
合
室
で

患
者
が
突
然
嘔
吐
し
た
時
」
な

ど
実
際
に
起
こ
り
そ
う
な
場
合

を
想
定
し
た
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
吐
物
は
思
っ
て
い
る
よ
り

広
い
範
囲
に
飛
び
散
る
可
能
性

が
あ
り
、
大
変
だ
と
実
感
で
き

ま
し
た
。

　

熱
心
に
講
習
を
う
け
た
参
加

者
は
自
院
に
帰
っ
て
か
ら
他
の

職
員
に
も
伝
え
る
と
の
こ
と

で
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
丹
波
市　

宮
崎
　
直
之
】

丹
波
篠
山
市
で
医
療
安
全
管
理
研
修
会

感
染
症
は

　「
も
ら
わ
な
い
、
う
つ
さ
な
い
！
」

感想文

　　　　蛍光塗料入りの模擬吐物を用いた実習で、
　　　　小川氏（右端）が汚染の広がりを解説

支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1807 ・ ９／ FAX 078-393-1820　

e-mail　kuriyama-h@doc-net.or.jp　担当 ； 栗山、 石本まで

健康情報テレホンサービス開 業 医 手 作 り

月替わり健康情報 ☎ 0120-979-451

１月のテーマ ２月のテーマ

月曜日　目のかゆみの対策と目薬の使い方

火曜日　生理痛（月経痛）について

水曜日　下肢静脈瘤の話

木曜日　脂肪肝の話

金土日　うつ病の家族を支えるために

月曜日　知っているようで知らない血圧の話

火曜日　妊産婦の歯科治療助成制度について

水曜日　痛風と生活習慣

木曜日　前立腺がんを早期発見しましょう

金土日　診療報酬と患者さんの負担

患者さんにオススメください！

◆情勢では消費税増税による景気動向について議論、厚労省の今次診療報酬改定の基本方

針を確認した。今後の予定として、支部新年会の開催、新点数対策研究会の開催について

議論した。

幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。ぜひご参加ください。　　　
お問い合わせは、℡ 078-393-1807 ＦＡＸ：078-393-1802　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 E-mail：kuriyama-h@doc-net.or.jp　　　　　　   担当事務局 : 栗山まで

12 月 12 日 ( 木 )19 時～　於　三田市キッピーモール 6 階会議室４
参　加　５人

第 313回支部幹事会より


